
 

 

三浦外洋セーリングクラブ 理事会議事録案 

 

開催日：2023 年 5 月 16 日（火）18:30〜19:02 

場所 ：新橋駅前ビル 1 号館 6 階 605 号ダ・ヴィンチ大会議室＋Zoom ミーティング 

出席者： 

   理事：飯島、尾山、北川、五十嵐、加藤、黒岩、庄野、鈴木、三輪、吉田、坂口 

 Zoom：石原、小板橋、高木、 

 監事：小川、最川 

 顧問：児玉、       （敬称略） 

 

庄野理事の進行により会議開始時点での参加人数（出席理事数 12 名）が定足数を満たしてい

ることから理事会の成立が確認され、飯島会長の挨拶があり、議事録作成には加藤理事、議事録署

名には鈴木理事を指名し下記議案を審議した。 

 

＜審議事項＞ 

1. 9 月の理事会までの間のレース・イベントの確認 

    荒嶋レース委員長欠席の為、飯島会長より 5 月に行われたレースの報告と、9 月理事会までのレ

ース・イベントの日程を確認した。 

●5 月 13 日に外洋三崎と共催されたショーハンド１・２・３の報告があった。MOSC からは、飯島会

長、荒嶋レース委員長、吉田理事、坂口理事が参加。レーティング作成は、関根顧問が参加した。

リビエラからリブボートを無償で提供して頂き、燃料代のみ実費で後日請求が来ることが報告された。 

●5 月 14 日湘南レース秋谷〜城ヶ島沖マーク往復が開催された。 

●9 月理事会までのレース・イベントは、5 月 22 日 KFR、6 月 11 日湘南レース、6 月 18 日 KFR、

7 月 9 日湘南レースが予定されている。 

●7 月 16 日は、KFR と相模湾オープンヨットレースの日程が重なるため両レース委員会で調整いただ

き、おそらく合同レースになるのではと報告があった。 

●8 月 5 日外洋湘南と共催で石廊崎レース、8 月 6 日外洋湘南と共催でトランスサガミ、8 月 13

日湘南レース、8 月 20 日 KFR、9 月 10 日湘南レース、9 月 17 日 KFR、9 月 30 日横山カッ

プが開催予定であると報告され承認された。 

 

2.  他団体主催イベントの MOSC Web ページの掲載について 

坂口事務局長より、外洋三崎より三浦〜伊東レースの案内を MOSC の HP に掲載して欲しいと要

望があり掲載した。今後他団体からの HP 掲載について JSAF、JOSA、関東 4 団体から依頼があっ

たものは MOSC の HP に掲載していくことが承認された。 

また、JSAF サーバー上の Web ページ容量の制限があるため、JSAF に対して容量を増やす要望を

出していくことを確認した。 



 

 

＜報告事項＞ 

1. 小笠原レース 

 荒嶋レース委員長が欠席の為、荒嶋レース委員長のレポートを飯島会長が代読し報告された。4

月 22 日の艇長会議は、小網代ヨットクラブのご厚意で小網代ヨットクラブハウス２階で開催され、飲

食を伴い司会を尾山理事にご担当いただき、盛り上がった。 

4 月 23 日にスタートし、運営は本部船は外洋三崎、スポンサー応援者などが乗船する運営船は

MOSC のサーモン 4、リブボートをリビエラからお借りした。本部船には荒嶋レース委員長、五十嵐理

事が乗船しスタートを指揮。レースは 7 艇が参加し、レース中に 2 艇がリタイアし八丈島へ避難した。

レース実行委員会としては、カテゴリー2 での運用の知見を得た。以上が運営サイドからみたレポート

となる。 

参加者からのレース感想は、高木理事より、レースがしっかり運営されたので外洋レースを満喫でき

た。コンディションはハードだったが、ちょうど３日間でフィニッシュできた。父島の対応も島民が好意的で

楽しかったと報告があった。また児玉顧問より、こども達の体験乗船会について。現地の保安庁担当

者との調整がつかず体験乗船が実施できなかったため、船内見学、ロープワーク、セールアップなどに

変更されたことが報告された。今後全国で開催される体験乗船会などについて同様なことが起こり得

るので、JSAF としてこの問題の対応策を考えていくことになったと報告があった。 

今回初めてのカテゴリー2 については、追加備品で毎分 200L の排水ができるビルジポンプを装備す

ることが規定された。約 1 万円くらいで装備したが、緊急時に実際に使用に耐えるのかが疑問なの

で、安全委員会を通して ORC にサブミッションし、真意を聞いてもらいたいとの報告があった。 

 

2. 救命講習に参加した報告 

本年度から補助制度ができた救命講習を飯島会長が受講し、その報告があった。 

受講したのは上級救命講習 8 時間。実践的で AED の使い方、回数も多く、あらゆるケースを想定

して内容が濃いものだった。胸骨圧迫など船の上でも役立つのでぜひお勧めしますと報告があった。 

高木安全委員長からも補足があり、今回は１次救命講習に絞って補助を出している、赤十字でも

消防でもどちらでも補助が出ますので、ぜひ受講して下さいとのことでした。 

 

 以上で本日の議事をすべて終了し、次回の理事会は 9 月 5 日(火)18 時 30 分 であることを確認

し、19 時 02 分に理事会を閉会した。 

 

                                 以上 

 

           2023 年   月   日  

 

 

    議事録署名人 


